
令和６年度 第３回 経営協議会議事要録 
 

 

１ 日時 令和７年１月３０日（木）１４時３５分から１６時７分 
 

２ 場所 日亜会館会議室 
 

３ 出席者 
（学外委員） 植田委員、梅田委員、北畑委員、結城委員、米田委員 

（学内委員） 河村学長、河野理事、松木理事、藤本理事、香美理事 

（陪  席） 三好監事、井関監事 

 

４ 協議事項  

(1) 令和６年度学内補正予算(二次)(案)について 

松木理事から、協議事項１資料により、令和６年度学内補正予算(二

次)(案)について説明があり、審議の結果、原案のとおり承認した。 

 

(2) 令和６年度第３四半期資金運用実績について 

松木理事から、協議事項２資料により、令和６年度第３四半期資金運用 

実績について説明があった。 

 

(3) 令和７年度運営費交付金等予算額(案)の概要について 

松木理事及び経営企画部長から、協議事項３資料により、令和７年度運営

費交付金等予算額(案)の概要について説明があった。 

 

５ その他 

 ①国の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令の改正に伴う業務 

方法書の変更について 

法人運営部長から、協議事項その他１－１、１－２資料により、国の物品

等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令の改正に伴う業務方法書の変

更について説明があり、審議の結果、原案のとおり承認した。 

 

②令和６年度「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業」審査結果につい

て 

学長から、協議事項その他２資料により、令和６年度「地域中核・特色あ

る研究大学強化促進事業」審査結果について説明があった。なお、委員から

以下の意見があった。 

 



〇日本の大学の研究再生が重要な政策課題となっている。ピークを高め、裾

野を広げて中間層を形成することが求められている。徳島大学は大型補助

金を使って四国の研究拠点を強化し、多様性のある強い大学を目指してほ

しい。 

 

・学長から、徳島大学統合報告書２０２４について説明があった。 

  

・学長から、本協議会全体を通して、あるいはその他大学に対して意見等あれ

ば伺いたい旨の発言があった。委員の主な意見は以下のとおり。 

 

〇科研費獲得の状況が落ちているというところが気になった。研究者のモチ

ベーションが下がっているのか、考えられる要因を知りたい。喫緊の課題

だと認識し、具体策を検討し、最優先に改善してほしい。 

 

〇人件費について、国家公務員の人勧で平均３％のアップがあり、各国立大

学法人も同様に上げている。令和７年度も同じようなアップが続くと考え

られ、対策を十分に検討してほしい。 

 

〇徳島大学では、掲げたミッションや課題の実現が重要だが、既存の業務と

新しい業務の両立が課題である。新たに人を雇わないため、仕事量の増加

が進行を妨げる可能性がある。新しい業務を進めるために、業務効率化等

の検討をしてほしい。 

 

 

次回の経営協議会は、令和７年３月に開催することとなった。 

 

以上 


